
<
研
究
ノ
ー
ト
>

青
森

県
考

古
学

の
現
状

と
課
題

一
､
は
じ
め
に

青
森
県
の
考
古
学
は
'
昭
和
四
七
'
八
年
頃
を
境
に
し
て
大
き
-
変
わ
っ
て
き
て

い
る
｡

｢
む
つ
小
川
原
｣
'

｢東
北
縦
貫
自
動
車
道
｣
等
の
大
規
模
開
発
に
よ
り
破

壊
に
直
面
す
る
遺
跡
の
保
護
措
置
と
し
て
'
行
政

(県
教
育
委
員
会
)
内
部
に
多
数

の
考
古
学
専
攻
の
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
'
発
掘
調
査
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
｡

発
掘
調
査
は
面
積
､
費
用
'
人
員
等
の
点
で
従
来
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大

型
化
し
､
さ
ら
に
調
査
件
数
も
急
増
し
た
｡
こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
は
記
録
保
存
を
前

提
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
'
調
査
件
数
の
激
増
に
よ
っ
て
'

『発
掘
調
査

報
告
書
』
の
発
行
数
も
従
来
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
数
に
達
し
て
き
て
い
る
｡

ま
た
､
出
土
す
る
多
量
の
遺
物
の
収
蔵
お
よ
び
展
示
の
た
め
に
､
県
内
各
地
に
公
立

の
博
物
館

･
歴
史
民
俗
資
料
館
等
が
続
々
と
オ
ー
プ
ン
し
た
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
､
県
内
の
考
古
学
界
は
活
発
化
し
､
考
古
学
関
係
の

雑
誌
が
続
々
と
創
刊
さ
れ
'
発
掘
調
査
報
告
書
の
増
加
と
あ
わ
せ
､
考
古
学
関
係
の

文
献
お
よ
び
情
報
量
は
従
前
に
比
し
て
著
し
-
増
加
し
て
き
た
｡

前
述
の
よ
う
な
趨
勢
は
ひ
と
り
本
県
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
-
､
昭
和
四

〇
年
代

福

田

友

之

後
半
か
ら
全
国
的
に
始
ま
っ
た
､
考
古
学
を
め
ぐ
る
社
会
的
状
況
で
あ

っ
た
｡

本
稿
で
は
､
昭
和
四
七
年
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
県
内
の
発
掘
調
査
お
よ
び

研
究
活
動
等
の
な
か
か
ら
主
要
な
も
の
を
紹
介
し
'
あ
わ
せ
て
埋
蔵
文
化
財
保
護
の

状
況
を
も
紹
介
し
､
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
る
こ
と
と
す
る
｡

二
､
調
査
の
状
況
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昭
和
四
七
年
以
降
五
八
年
ま
で
県
内
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
は
三
八

〇
余
ヶ
所

に
の
ぼ
り
､
年
代
的
に
は
旧
石
器
時
代
か
ら
古
代
､
中

･
近
世
､
近
代
に
い
た
る
も

の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
調
査
は
前
述
の

｢
む
つ
小
川
原
開
発
｣
､

｢東
北
縦
貫
自
動

車
道
｣
の
は
か
に
国
道

･
県
道
等
の
道
路
の
建
設

･
改
良
工
事
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ

た
も
の
が
多
-
'
は
か
に
畑
地
造
成
､
宅
地
造
成
等
に
よ
る
も
の
も
あ
る
｡

ま
た
'
史
跡
整
備
事
業
に
ょ
る
も
の
､
さ
ら
に
は
学
術
目
的
に
よ
る
場
合
も
あ
る
｡

以
下
'
こ
れ
ら
の
う
ち
で
'
主
要
な
も
の
を
年
代
順
に
紹
介
す
る
｡
な
お
､
遺
跡
名

下
の
括
弧
内
の
数
字
は
発
掘
調
査
年

(昭
和
)
を
示
し
て
い
る
｡

旧
石
器
時
代

こ
の
時
期
の
遺
物
は
現
在
二
五
ヶ
所
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
､
本
格
的
発
掘
調
査



が
行
わ
れ
た
も
の
は
少
な
く
'
本
県
で
最
も
研
究
の
遅
れ
た
分
野
の

一
つ
で
あ

っ
た

が
'
昭
和
五
〇
～
五
四
年
に
蟹
田
町
大
平
山
元
遺
跡
群
が
発
掘
調
査
さ
れ
'
後
期
旧

石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
型
石
器
か
ら
細
石
核
'
縄
文
時
代
草
創
期
の
隆
線
文
系
土
器
に

い
た
る
好
資
料
が
多
数
出
土
し
た
｡

一縄
文
時
代

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
山
内
清
男
ら
を
中
心
と
し
て
縄
文
土
器
の
編
年
研
究
が

行
わ
れ
'
現
在
で
は
草
創
期
'
早

･
前

･
中

･
後

･
晩
期
の
六
期
区
分
が

一
般
的
で

あ
る
｡
本
県
で
は
こ
の
時
期
の
遺
跡
が
大
半
を
占
め
て
お
り
'
研
究
が
最
も
進
ん
で

い
る
｡

草
創
期
で
は
'
昭
和
五
六
年
'
八
戸
市
鴨
平
惚
遺
跡
で
爪
形
文
土
器
の
好
資
料
が

出
土
し
た

｡

早
期
で
は
'
昭
和
五
五
年
に
八
戸
市
長
七
谷
地
八
号
遺
跡
で
白
浜
式
期
の
竪
穴
住

居
跡
'
四
八

･
四
九
年
に
東
通
村
下
田
代
納
屋
B
遺
跡
'
五
四
年
に
六
ヶ
所
村
新
納

屋
i9
遺
跡
で
吹
切
沢
式
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
'
五
七
年
に
は
八
戸
市
売
場

遺
跡
で
物
見
台
式
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
｡

ま
た
,
昭
和
五
五
年
に
は
六
ヶ
所
村
発
茶
沢
遺
跡
で
'
ム
シ
リ

Ⅰ
式
期
'
五
二

･

五
三
年
に
は
八
戸
市
長
七
谷
地
遺
跡
'
五
六
年
に
は
同
和
野
前
山
遺
跡
で
早
稲
田
五

類
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
｡
長
七
谷
地
で
は
赤
御
堂
式
期
の
貝
塚
も
調
査

さ
れ
'
多
数
の
骨
角
器
等
が
出
土
し
た
｡

前
期
で
は
'
昭
和
五
〇
･
五

一
年
に
青
森
市
熊
沢
遺
跡
'
五
二

･
五
三
年
に
大
鰭

町
大
平
遺
跡
で
円
筒
土
器
下
層

a
･
b
式
期
の
竪
穴
住
居
跡
群
が
検
出
さ
れ
た
｡
普

た
'
円
筒
土
器
下
層
d
式
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
三
厩
村
中
ノ
乎

(
四
七

･
四
八
)
'

大
畑
町
水
木
沢

(
五
〇
･
五

一
)
'
天
間
林
村
二
ツ
森
貝
塚

(
五

〇
)
'
黒
石
市
板

留
胤

(五
三
)
等
の
諸
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
｡
上
北
町
古
屋
敷
貝
塚

(
五
七
)
で
は

こ
の
時
期
の
袋
状
土
塀

(
フ
ラ
ス
コ
状
ピ
ッ
-
と
も
｡
貯
蔵
穴
と
さ
れ
る
)
と
屈
葬

人
骨
'
十
和
田
市
明
戸
遺
跡

(
五
八
)
で
は
多
数
の
完
形
土
器
の
入

っ
た
袋
状
土
壌

が
検
出
さ
れ
た
｡

中
期
で
は
'
板
留
㈲
'
明
戸
等
の
諸
遺
跡
で
円
筒
土
器
上
層
式
期
の
竪
穴
住
居
跡

が
検
出
さ
れ
'
は
か
に
'
青
森
市
三
内
沢
部

(
五

一
)
'
同
三
内

(
五

一
)
'
今
別

町
山
崎

(五
四

～
五
六
)
等
の
諸
遺
跡
で
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
多
数
検
出
さ
れ
た
｡

青
森
市
近
野
遺
跡
で
は
昭
和
五
二
年
に
円
筒
土
器
上
層
d
式
期
の
大
型
住
居
跡

(長

辺

一
九

･
五
米
'
短
辺
七

･
〇
米
)
が
検
出
さ
れ
'
同
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
昭
和
五

一
年
に
榎
林
式
期
の
土
壌
墓
が
検
出
さ
れ
た
｡

ま
た
'
前
述
の
二
ツ
森
貝
塚
で
は
貝
層
も
調
査
さ
れ
'
む
つ
市
長
花
貝
塚
で
は
昭

和
五
二

･
五
三

･
五
六
年
と
調
査
が
継
続
さ
れ
t
と
も
忙
中
期
中
葉
の
骨
角
器
が
出

土
し
た
｡

後
期
で
は
'
平
賀
町
井
沢

(
五
〇
)
'
五
戸
町
中
沢
西
張

(
四
九
)
'
六
ヶ
所
村

大
石
平
山

(五
八
)
等
の
諸
遺
跡
で
後
期
前
半
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
'
昭
和

五
七
年
に
は
八
戸
市
韮
窪
遺
跡
で
大
木

一
〇
式

～
十
腰
内
第
Ⅲ
群
期
の
竪
穴
住
居
跡
が

多
数
検
出
さ
れ
た
｡
な
お
'
韮
窪
で
は
後
期
初
頭
の
狩
猟
モ
チ
ー
フ
の
あ
る
土
器
も

出
土
L
t
全
国
的
に
注
目
を
あ
び
た
｡
平
賀
町
堀
合
1
号
遺
跡
で
は
五
四
年
に
十
腰

内
第

-
群
期
の
石
棺

･
カ
メ
棺
墓
'
黒
石
市

一
ノ
渡
遺
跡
で
は
五
七
年
に
後
期
前
半

の
敷
石
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
｡

ま
た
'
金
木
町
神
明
町

(五
三
)
'
南
郷
村
馬
場
瀬
仙

(
五
五
)
の
諸
遺
跡
で
は

そ
れ
ぞ
れ
十
腰
内
第
Ⅲ
群
期
'
同
第

Ⅳ
群
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
'
前

述
の
水
木
沢
遺
跡
で
は
十
腰
内
第
Ⅴ
群
期
の
竪
穴
住
居
跡
と
袋
状
土
壌
が
検
出
さ
れ
'
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平
館
村
尻
高

惚遺
跡

(
五
八
)
で
も
後
期
末
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
｡

晩
期
で
は
､
昭
和
五
二
年
に
浪
岡
町
松
元
遺
跡
で
大
洞
cl式
期
の
竪
穴
住
居
跡
が

検
出
さ
れ
た
｡
ま
た
､
同
源
常
平
遺
跡
で
は
五

一
年
に
大
洞
A
式
期
の
竪
穴
住
居
跡
が

検
出
さ
れ
'
ほ
か
に
同
時
期
の
土
壌
墓
が
多
数
検
出
さ
れ
た
｡
晩
期
の
土
墳
墓
は
八
戸

市
是
川
中
居

(四
九
)
'
明
戸
の
諸
遺
跡
で
も
検
出
さ
れ
'
屈
葬
人
骨
も
発
見
さ
れ
た
｡

な
お
'
県
立
郷
土
館
で
は
昭
和
五
五
年
か
ら
五
七
年
ま
で
'
木
造
町
亀
ケ
岡
遺
跡

(
国
指
定
史
跡
)
に
お
い
て
'
主
に
晩
期
の
自
然
環
境
の
復
元
等
を
目
的
と
し
て
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
｡

と
こ
ろ
で
'
縄
文
時
代
の
遺
跡
の
な
か
で
近
年
注
意
さ
れ
て
い
る
の
は
円
形
の
お
と

し
穴
'
溝
状
ピ
ッ
ト

(
お
と
し
穴
と
さ
れ
る
)
で
あ
り
'
前
者
は
昭
和
五
六
年
に
八
戸

市
来
窪
遺
跡
で

1
五
基
へ
後
者
は
五
四

･
五
五
年
に
発
茶
沢
遺
跡
で
四
三

l
基
検
出

さ
れ
た
｡

弥
生
時
代

現
在
､
前

･
中

･
後
期
の
三
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
'
本
県
で
は
こ
の
時
期
の

遺
跡
調
査
は
必
ず
し
も
多
-
は
な
い
｡

前
期
で
は
'
新
郷
村
咽
畑

(五
〇
)'八
戸
市
是
川
堀
田

(
五
五
)
､名
川
町
剣
吉
荒

町

(五
七

･
五
八
)
の
諸
遺
跡
で
大
洞
.<
･
砂
沢
式
期
の
諸
遺
物
が
出
土
し
､
東
通

村
前
坂
下

㈲
(五
六
)
'脇
野
沢
村
瀬
野
黒
岩

(五
五
)
'三
厩
村
宇
鉄

(五
〇
～
五
二
)

の
諸
遺
跡
で
は
'
そ
れ
ぞ
れ
竪
穴
住
居
跡
へ
土
壌
墓
'
多
数
の
管
玉

(三
五
六
個
)
を

出
土
し
た
土
壌
墓
が
検
出
さ
れ
た
｡

な
お
'
昭
和
四
三
年
に
発
見
さ
れ
て
い
た
南
郷
村
松
石
橋
遺
跡
出
土
の
土
器
が
'

五
七
年
に
な

っ
て
､
西
日
本
の
前
期

･
遠
賀
川
式
系
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
た
｡

中
期
で
は
画
期
的
な
発
見
が
あ

っ
た
｡
昭
和
五
六
年
'
田
舎
館
村
垂
柳
遺
跡
で
田

舎
館
式
期
の
水
田
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
県
教
育
委
員
会
で
は
五
七

･
五
八

年
と

『垂
柳
遺
跡
調
査
会
』
を
組
織
し
て
調
査
に
あ
た
り
'
ほ
ぼ
三
米
四
方
の
方
形

の
水
田
跡
が
六
五
〇
余
枚
も
整
然
と
並
ん
で
い
る
の
が
発
見
さ
れ
'
水
田
面
に
無
敬

の
弥
生
人
の
足
跡
も
確
認
さ
れ
た
｡

ま
た
'
垂
柳
遺
跡

(五
六
)
で
は
土
墳
墓
'
井
沢
遺
跡
で
は
各
種
遺
物
'
神
明
町

遺
跡
で
は
土
壌
墓
'
尾
上
町
五
輪
野
遺
跡

(五
七
)
で
は
合
口
カ
メ
棺
墓
が
発
見
さ
れ

た
｡後

期
で
は
'
大
石
平
川
遺
跡
か
ら
竪
穴
住
居
跡
､
碇
ヶ
関
村
大
面
遺
跡

(
五
三
)

か
ら
土
壌
墓
が
検
出
さ
れ
'
ほ
か
に
脇
野
沢
村
外
崎
沢
仙

(
五
三
)
'
青
森
市
蛍
沢

(
五

一
)
等
の
諸
遺
跡
か
ら
土
器
が
出
土
し
た
｡

古
墳
時
代

こ
の
時
期
の
遺
物
は
あ
い
か
わ
ら
ず
き
わ
め
て
少
な
い
が
'
北
海
道
に
主
た
る
分

布
圏
を
も
つ
後
北
式
土
器
が
県
内
に
も
分
布
し
て
お
り
'
六
ヶ
所
村
千
歳
個
遺
跡

(
四
九

･
五
〇
)
'
平
賀
町
鳥
海
山
遺
跡

(
五

〇
)
等
で
出
土
し
た
｡

奈
良
時
代

こ
の
時
期
の
遺
構

･
遺
物
も
従
来
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
が
'
昭
和
四
九
年
以
降

発
見
例
が
増
加
し
て
き
た
｡
黒
石
市
浅
瀬
石

(
四
九
)
'
中
ノ
沢
西
張
'
名
川
町
虚

空
蔵

(五
二
)
'
尾
上
町
李
平
-
号

(五
四
)
へ
弟
窪
'
上
北
町
松
原

(
五
六
)
'

八
戸
市
根
城
跡

(五
六

･
五
七
}
等
で
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
｡

平
安
時
代

こ
の
時
期
の
遺
跡
は
昭
和
四
八
年
以
降
多
数
調
査
さ
れ
'
現
在
ま
で
数
百
軒
に
の

は
る
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
き
て
い
る
｡
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青
森
市
近
野

(四
八

･
四
九
)
､
同
三
内
､
黒
石
市
高
館

(
五

一
)
､
碇
ヶ
関
村

古
館

(
五
二

･
五
三
)
､
浪
岡
町
羽
黒
平

(
五
二
)
､
大
鰐
町
大
平
､
同
砂
沢
平

(
五
二
～
五
四
)
､
碇
ヶ
関
村
永
野

(五
二

･
五
三
)
､
発
茶
沢
､
根
城
跡
､
売
場

(
五
四
～
五
八
)
等
の
諸
遺
跡
で
は
多
数
の
竪
穴
住
居
跡
群
が
検
出
さ
れ
､
高
館
遺

跡
で
は
多
数
の
土
壌
も
検
出
さ
れ
た
｡
ま
た
､
和
野
前
山
遺
跡
で
は
堀
立
柱
の
建
物

跡
､.
青
森
市
細
越
遺
跡

(五
二
)
で
は
用
水
溝
､
木
樋
､
同
朝
日
山
遺
跡

(
五
七
)

で
は
大
規
模
な
溝
が
検
出
さ
れ
た
｡
ま
た
､
木
造
町
石
上
神
社
遺
跡

(
五

一
)
で
は

溝
の
な
か
か
ら
多
数
の
木
製
品
が
出
土
し
た
｡

と
こ
ろ
で
､
北
海
道
に
主
た
る
分
布
圏
を
も
つ
擦
文
土
器
も
県
内
に
分
布
し
て
い

る
｡
時
期
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
頃
と
考
え
ら
れ
て
お
り
､
三
内
､
古
館
､
東
通
村

将
木
館

(五
五
)
等
の
諸
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
｡

中
世

従
来
､
こ
の
時
期
の
遺
構
は
殆
ど
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
が
､
昭
和
五
二
年
以
降
積

極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
｡
浪
岡
町
浪
岡
城
跡
と
八
戸
市
板
城
跡
は
と

も
に
国
指
定
史
跡
で
あ
る
が
､
浪
岡
城
跡
は
五
二
年
､
根
城
跡
は
五
三
年
よ
り
史
跡

整
備
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
｡
中
世
の
遺
構
の
な
か
で
は
館
跡
が

調
査
さ
れ
る
例
が
多
-
､
青
森
市
尻
八
館

(
五
二
～
五
四
)
､
弘
前
市
堀
越
城

(
五
二

･
五
三
)
､
永
野
館

(永
野
遺
跡
)
､
砂
沢
平
､
古
館
､
野
辺
地
町
明
前
館

(五
五
)
､
将
木
館
､
青
森
市
細
越
館

(
五
七
)
等
が

一
部
発
掘
調
査
さ
れ
､
は
か
に

墳
墓
群
と
思
わ
れ
る
岩
木
町
荒
神
山
遺
跡

(
五
五
)
､
中
世
末
～
近
世
の
寺
院
跡
と
さ

れ
る
平
賀
町
五
輪
堂
遺
跡

(五
四

･
五
七
)
等
の
調
査
例
も
あ
る
｡

ま
た
､
県
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
五
五
～
五
七
年
に
県
内
の
中
世
城
郭
の
分
布
調

査
を
実
施
し
､
四
〇
〇
余
基
を
確
認
し
て
い
る
｡
ま
た
､
県
立
郷
土
館
で
は
五
五
年
よ

り
県
内
の
板
碑
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
｡

近
世

こ
の
時
期
の
遺
構
は
従
来
発
掘
調
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
､
国
指
定
史

跡
弘
前
城
跡
が
昭
和
四
七
年
以
降
継
続
し
て
発
掘
調
査
さ
れ
て
お
り
'
平
賀
町

永
泉
寺
跡

(
四
八
)
､
東
通
村
浜
通
遺
跡

(
五
七
)
で
は
そ
れ
ぞ
れ
寺
院
跡
､
堀

立
柱
の
大
規
模
な
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
｡

近
代

県
内
で
は
か
つ
て
こ
の
時
期
の
も
の
は
全
-
調
査
さ
れ
な
か
っ
た
が
､
昭
和
五
五

年
に
南
郷
村
右
衛
門
次
郎
窪
遺
跡
で
大
正
期
の
炭
焼
窯
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
｡

三
､
研
究

･
出
版
状
況

昭
和
四
七
年
か
ら
五
八
年
ま
で
発
表
さ
れ
た
本
県
の
考
古
学
関
係
の
文
献
数
は
倭

に
一
､
〇
〇
〇
を
越
え
て
お
り

(
ち
な
み
に
明
治

一
九
年
か
ら
昭
和
四
六
年
ま
で
の

総
数
は
村
越
潔
氏
の

『青
森
県
考
古
学
関
係
文
献
目
録
』

(昭
五
七
)
に
よ
れ
は

l
､

〇
二
四
で
あ
る
)
､発
掘
調
査
報
告
書

(
略
報
も
含
む
)
､
資
料
解
介
､
研
究

論
文
等
が
主
体
を
占
め
て
い
る
｡

論
文
は
質

･
量
と
も
に
従
来
の
比
で
は
な
い
｡
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
､

土
器
論
の
ほ
か
に
遺
構

･
遺
物
さ
ら
に
は
文
化
を
論
じ
た
も
の
が
あ
る
｡

ま
た
､
研
究
史
､
遺
構

･
遺
物
の
集
成
作
業
等
も
あ
る
｡

出
版
活
動
も
盛
ん
で
あ
り
､
調
査
報
告
書
の
は
か
に
単
行
本
､
雑
誌
の
発
行
が
あ

い
つ
い
だ
｡
以
下
､
こ
の
期
間
に
お
け
る
研
究
お
よ
び
出
版
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す

る
｡
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研
究
状
況

土
器
に
関
し
て
は
､
考
古
学
の
基
本
作
業
で
あ
る
編
年
研
究
が
各
年
代
に
わ
た
り

発
表
さ
れ
て
い
る
｡
縄
文
時
代
で
は
､
早
期
中
～
末
葉
､
前
期
初
頭
～
中
葉
'
中
期

中
～
後
葉
､
中
期
末
～
後
期
前
半
の
時
期
の
編
年
､
弥
生
時
代
で
は
､
前
期
初
頭
､
後

期
の
時
期
の
編
年
､
奈
良

･
平
安
時
代
で
は
､
土
師
器

･
須
恵
器
の
編
年
に
関
す
る
諸

見
解
が
発
表
さ
れ
た
｡

つ
ぎ
に
､
遺
構
に
関
し
て
は
､
大
型
住
居
跡
､
縄
文
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
跡
､

同
後
期
前
半
の
カ
メ
棺
墓
､
同
晩
期
の
土
壌
墓
を
扱

っ
た
も
の
'
さ
ら
に
は
､
袋
状

土
墳
'
溝
状
ピ
ッ
ト
を
扱
っ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
｡

遺
物
に
関
し
て
は
､
大
平
山
元
遺
跡
群
出
土
の
旧
石
器
'
縄
文
時
代
早
期
の
石
錘
､

早
期
中
～
前
期
初
頭
の
ト
ラ
ソ
シ
ェ
(直
刃
斧
)
型
石
器
､
前
期
初
頭
の
土
器
片
錘
､

前

･
中
期
の
半
円
状
扇
平
打
製
石
器

(半
月
状
石
器
)
､後
期
の
三
角
型
岩
版

･
鐸
型
土

製
品
･
環
状
土
製
品
､
晩
期
の
亀
ケ
岡
式
土
器

･
円
盤
状
土
製
品

(土
器
片
円
盤
)
･

土
偶

･
岩
版

･
石
刀
･
木
製
品
等
を
扱
っ
た
も
の
が
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
に
､
縄
文
時
代

の
石
鍍
･
尖
頭
器
､
青
龍
刀
型
石
器
'
縄
文

･
弥
生
時
代
の
打
製
石
偶
を
扱
っ
た
も
の
も

あ
る
｡

ま
た
､
古
墳
時
代
の
石
製
模
造
品

･
後
北
式
土
器
､
平
安
時
代
の
鉄
器

･
製
塩
土

器
､
平
安
時
代
～
中
世
の
擦
文
土
器
'
さ
ら
に
中
世
の
陶
磁
器
を
扱

っ
た
も
の
も
衣

ら
れ
る
｡

文
化
論
で
は
､
縄
文
時
代
前

･
中
期
の
円
筒
土
器
文
化
､
晩
期
の
亀
ケ
岡
文
化
'

さ
ら
に
は
原
始
～
古
代
に
お
け
る
北
海
道
と
東
北
地
方
と
の
文
化
交
流
'
ま
た
'
中

世
の
日
本
海
交
通
を
扱

っ
た
も
の
が
あ
る
｡

研
究
史
を
扱
っ
た
も
の
で
は
､
縄
文
時
代
早
期
､
晩
期
､
絶
文
時
代
の
貝
塚
'
さ

ら
に
後
北
式
土
器
､
土
師
器
を
扱
っ
た
も
の
が
あ
り
'
ほ
か
に
縄
文
時
代
の
溝
状
ピ
ッ

ト
を
扱

っ
た
も
の
が
あ
る
｡

ま
た
'
集
成
作
業
は
積
極
的
意
味
で
は
必
ず
し
も
研
究
と
は
言
え
な
い
も
の
で

あ
る
が
'
必
要
か
つ
基
本
的
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
｡
旧
石
器
時
代

関
係
の
文
献
目
録
'
東
北

･
北
海
道
の
亀
ケ
岡
文
化
関
係
の
文
献
目
録
､
弥
生
時
代

の
土
器

･
縄
文
時
代
～
近
世
の
木
製
品
の
集
成
､
土
師
器
お
よ
び
考
古
学
関
係
の
文

献
目
録
等
が
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
県
教
育
委
員
会
発
行
の
発
掘
調
査
報
告
書
等
に
お
い
て
は
､
検
出
遺
構
､

出
土
遺
物
に
関
連
し
て
､
種
々
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
｡
そ
し
て
､
と
く

に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
､
報
告
書
が
考
古
学
以
外
の
研
究
者
と
と
も
に
執
筆
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
り
､
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
学
際
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
新

し
い
状
況
を
反
映
し
て
い
る
｡

出
版
状
況

県
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
四
八
年
か
ら

『青
森
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
の

刊
行
を
開
始
し
､
五
九
年
三
月
現
在
､
第
八
七
集
を
刊
行
し
て
い
る
｡
ま
た
､
五
≡

年
に
は

『青
森
県
遺
跡
地
名
表
』
､

『青
森
県
遺
跡
地
図
』
を
刊
行
し
た
｡
五
七
午

に
は
'
五
五
年
四
月

県
文
化
課
か
ら
分
離
し
た
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
よ
り
'

広
報
紙
の

『埋
文
あ
お
も
り
』
が
創
刊
さ
れ
'
現
在
第
三
号
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
県
教
育
委
員
会
発
行
の

『教
育
こ
う
ほ
う
』
誌
上
に
は
埋
蔵
文
化
財
関
係
の

記
事
が
連
載
さ
れ
て
い
る
｡

昭
和
四
八
年

一
〇
月
に
開
館
し
た
県
立
郷
土
館
か
ら
は
､

『調
査
研
究
年
報
』

･

『青
森
県
立
郷
土
館
調
査
報
告
書
』
'
さ
ら
に
広
報
紙
の

『県
立
郷
土
館
だ
よ
り
』

が
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
､
考
古
学
関
係
の
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
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当
館
か
ら
五

一
年
に
は

『縄
文
式
土
器
の
う
つ
り
か
わ
り
』
､
五
五
年
に
は
特
別
展

『
よ
み
が
え
る
奈
良

･
平
安
時
代
の
青
森
』
､
五
七
年
に
は
同

『弥
生
時
代
の
青
森
』

等
の
展
示
解
説
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡

1
万
､
県
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
で
も

『
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
杏

刊
行
す
る
よ
う
に
な
り
､
現
在
'
八
戸
市
､
青
森
市
､
弘
前
市
､
十
和
田
市
､
む
つ

市
､
浪
岡
町
､
平
賀
町
等
で
毎
年
刊
行
さ
れ
て
お
り
､
他
の
市
町
村
で
も
そ
れ
に
な

ら
い
つ
つ
あ
る
｡

市
町
村
史

(読
)
で
は
､
八
戸
市
､
十
和
田
市
､
深
浦
町
､
平
内
町
､
七
戸
町
､

階
上
町
､
天
間
林
村
等
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
､
考
古
学
関
係
資
料
が
多
数
収
録
さ

れ
て
い
る
｡
八
戸
市
教
育
委
員
会
で
は
､
根
城
史
跡
保
存
会
よ
り
五
五
年
以
降

『梶

城
通
信
』
が
発
行
さ
れ
､
現
在
第
四
号
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら
地
方
自
治
体
と
は
別
に
､
個
人

･
民
間
研
究
団
体
に
よ
る
出
版
活
動
も
宿

況
を
呈
し
て
い
る
｡

単
行
本
で
は
､
昭
和
四
七
年
に

『是
川
遺
跡
出
土
遺
物
調
査
報
告
書
』
(保
坂
三

節
)
､
四
八
年
に

『陸
奥
古
碑
集
』
(中
村
良
之
進

再
刊
)
､
四
九
年
に

『円
筒
土
器

文
化
』
(村
越
潔
)
､
五
〇
年
に

『北
奥
の
古
代
文
化
』
(平
山
久
夫
編
)
､

『原
始
時

代
』
(村
越
)
､
五

一
年
に

『亀
が
岡
文
化
』
(
佐
藤
公
知
編

再
刊
)
､
五
二
年
に

『原
始
時
代
の
人
と
生
活
』
(村
越
)
､

『下
北
の
古
代
文
化
』
(橘
善
光
)
､

『大
昔

の
ふ
る
さ
と
』
(東
奥
日
報
社
)
､
五
三
年
に

『津
軽
諸
城
の
研
究
』

･
『南
部
諸
城

の
研
究
』
(と
も
に
沼
館
愛
三
)
'

『青
森
県
の
土
偶
』
(鈴
木
克
彦
編
)
､

『下
北
半

島
の
歴
史
と
民
俗
』
(下
北
半
島
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
会
編
)
､
五
五
年
に

『
日
本

城
郭
大
系

第
二
巻
青
森

･
岩
手

･
秋
田
』
(新
人
物
往
来
社
)
､
五
六
年
に

『青
森
県

百
科
事
典
』
(東
奥
日
報
社
)
､

『青
森
県
の
遺
跡
め
ぐ
り
』
(鈴
木
編
)
､

『全
国
遺

跡
地
図
2
青
森
県
』
(文
化
庁
文
化
財
保
護
部
編
)
､
五
七
年
に

『
縄
文
土
器
文
化
研

究
序
説
』
(江
坂
輝
弥
)
､

『青
森
県
考
古
学
関
係
文
献
目
録
』
(村
越
)
､

『物
語
南

部
の
歴
史
-
原
始

･
古
代

･
上
代
篇
-
』
(横
田
俊
三
)
､
五
八
年
に

『東
ア
ジ
ア
の

先
史
文
化
と
日
本
』
(佐
藤
達
夫
)
､

『青
森
県
の
考
古
学
』
(橘
編
)
､
五
九
年
に

『亀
ケ
岡
式
土
器
』

･
『亀
ケ
岡
式
遺
跡
』
(
と
も
に
村
越
)
等
多
数
に
の
ぼ
り
､
こ

の
ほ
か
に
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

『縄
文
土
器
大
成
』
全
五
巻

(講
談
社
)
､

『縄
文
文
化
の
研
究
』
全

一
〇
巻

(雄
山
閣
出
版
)
に
は
､
本
県
の

考
古
学
に
関
連
す
る
部
分
が
き
わ
め
て
多
い
｡

県
内
の
考
古
学
関
係
の
雑
誌
で
は
､
昭
和
四
六
年
の

『青
森
県
考
古
学
会
』
の
設

立
に
伴
い
､
翌
年
よ
り
､『青
森
県
考
古
学
会
々
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
が
､
五
六
年
に

第

一
五
号
で
終
刊
し
､
五
九
年
二
月
に
あ
ら
た
に

『青
森
県
考
古
学
』
が
創
刊
さ
れ

た
｡ま

た
､
昭
和
四
三
年
に
創
刊
さ
れ
た
､

『北
奥
古
代
文
化
研
究
会
』
(事
務
局
東
京
)

に
よ
る

『北
奥
古
代
文
化
』
は
一
度
休
刊
し
た
が
､
こ
の
後
再
刊
さ
れ
､
現
在
第

一

四
号
を
か
ぞ
え
る
｡

鈴
木
克
彦
に
よ
る

『考
古
風
土
記
』
は
昭
和
五

一
年
に
創
刊
さ
れ
､
現
在
第
八
号

が
発
行
さ
れ
て
い
る
｡
八
戸
市
在
住
の
研
究
者
を
中
心
と
し
て
五
三
年
に

『奥
南
考

古
学
会
』
が
設
立
さ
れ
､
五
五
年
に
機
関
誌

『奥
南
』
が
創
刊
さ
れ
､
現
在
第
二
号

が
発
行
さ
れ
て
い
る
｡
成
田
滋
彦
に
よ
る

『遠
地
』
は
五
六
年
に
創
刊
さ
れ
､
現
在

第
四
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
弘
前
大
学
卒
業
生
を
中
心
と
し
て
五
六
年
､

『
弘
前
大
学
考
古
学
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
､
現
在
第
二
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
｡

一
方
､
既
刊
の
郷
土
史

(考
古
学
を
含
む
)
関
係
で
は
､

『東
奥
文
化
』
(青
森
県

文
化
財
保
護
協
会
)
､

『う
と
う
』
(青
森
郷
土
会
)
､

『
う
そ
り
』
(下
北
の
歴
史
と
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文
化
を
語
る
会
)
が
継
続
し
て
発
行
さ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
第
五
四
号
'
九

〇
号
､
二
〇

号
に
達
し
て
い
る
｡
ま
た
'
そ
の
は
か
に

『北
奥
文
化
』
(
五
所
川
原
市
)
'

『館
城

文
化
』
(
田
舎
館
村
)
'

『と
ひ
ょ
う
』
(小
泊
村
)
等
も
あ
る
｡

大
学

･
高
等
学
校
の
同
好
会
の
機
関
誌
で
は
'

『音
大
史
学
』
(青
森
大
学
史
学
研

究
会
)
'

『撚
糸
文
』
(青
森
山
田
高
等
学
校
考
古
学
研
究
部
)
'

『三
戸
高
校
郷
土

研
究
』
(県
｣些
二
戸
高
等
学
校
郷
土
研
究
同
好
会
)
等
に
考
古
学
関
係
の
発
表
が
な
さ

れ
て
い
る
｡

な
お
'
こ
れ
ら
の
は
か
に
特
異
な
も
の
と
し
て
は
'
昭
和
五
八
年
に
'
全
国
各
也

の
新
聞
の
考
古
学
関
係
記
事
の
切
り
抜
き
を
お
さ
め
た

『月
刊
文
化
財
発
掘
出
土
情

報
』
(
ジ
ャ
パ
ン
通
信
社

東
京
)
が
創
刊
さ
れ
て
お
り
'
県
内
の
考
古
学
関
係
の
新

聞
記
事
が
再
録
さ
れ
て
い
る
｡

四
､
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
状
況

考
古
学
が
対
象
と
す
る
遺
跡

･
遺
物
は
'
文
化
財
保
護
法
で
は

｢
埋
蔵
文
化
財
｣

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
｡

昭
和
四
〇
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
開
発
攻
勢
に
よ
っ
て
埋
蔵
文

化
財
破
壊
の
危
機
に
直
面
し
た
わ
が
国
で
は
'
地
方
自
治
体
で
発
掘
調
査
の
で
き
る

専
門
職
員
を
多
数
採
用
し
'
こ
の
事
態
に
対
処
し
ょ
う
と
し
た
｡
事
前
に
発
掘
調
査

し
'
記
録
に
残
そ
う

(記
録
保
存
)
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
の
対
処
の
方
法
が
現
在
'

一
般
化
し
て
い
る
｡

県
内
の
遺
跡
総
数
は
昭
和
五
八
年

1
0
月
現
在
'
二
㌧
四
四
八
ヶ
所
を
か
ぞ
え
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
未
確
認
の
遺
跡
数
は
こ
の
二
倍
は
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
追

跡
は
す
べ
て
文
化
財
保
護
法
の
適
用
を
う
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
'
周
知

(県

･

市
町
村
の
遺
跡
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
)
の
遺
跡
の
み
が
開
発
の
際
の
事
前
の
協

議
対
象
と
な
る
｡
し
た
が
っ
て
'
大
規
模
開
発
の
有
無
に
拘
ら
ず
'
未
確
認
の
遺
跡

は
で
き
る
だ
け
周
知
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
り
'
県
内
各
地
で
遺
跡

の
分
布
調
査
が
行
わ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
｡
事
実
'
現
在
の
遺
跡
数
は
昭
和

四
二
年
に
は
一
㌧
〇
五
〇
ヶ
所
､
五

一
年
に
は
一
㌧
五
九
七
ヶ
所
で
あ

っ
た
の
で
あ

る
｡

こ
れ
ら
周
知
の
遺
跡
の
な
か
で
'
開
発
に
対
し
拘
束
力
を
も
た
せ
る
に
は
史
跡
描

定
が
必
要
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
現
在
'
県
内
で
史
跡
指
定
さ
れ
た
遺
跡
は
'

国
指
定
が
長
七
谷
地
貝
塚
'
根
城
跡
'
是
川
遺
跡
'
亀
ケ
岡
遺
跡
'
浪
岡
城
跡
等
八

ヶ
所
'
県
指
定
が
尾
上
町
八
幡
崎
遺
跡

一
ヶ
所
'
拘
束
力
の
面
で
は
低
い
市
町
村
指

定
が
二
二
ヶ
所
あ
る
に
す
ぎ
な
い
｡
最
も
拘
束
力
の
強
い
国
指
定
史
跡
の
な
か
で
､

最
後
に
指
定
さ
れ
た
長
七
谷
地
貝
塚
は
実
に
二
五
年
ぶ
り
の
史
跡
指
定
で
あ

っ
た
0

さ
て
'
大
型
開
発
が
激
化
し
て
き
た
昭
和
四
七
㌧
八
年
頃
を
境
に
し
て
'
県
内
で

も
事
前
の
発
掘
調
査
が
著
し
-
増
加
し
て
き
た
｡
こ
の
調
査
は
行
政
棟
関
が
行
う
場

●
●
●
●

合
が
多
-
､
別
に
行
政
調
査
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
｡

県
内
の
発
掘
調
査
件
数
は
開
発
の
激
化
す
る
直
前
の
昭
和
四
六
年
に
は

一
一
件
の

み
で
あ

っ
た
の
に
対
し
'
四
八
年
に
は
三
三
件
'
五
五
年
に
は
五
二
件
に
の
は

っ
て

い
る
｡
こ
の
な
か
で
､
事
前
調
査
と
は
別
に
学
術
上
の
目
的
で
実
施
さ
れ
る
発
掘
調

●
●
●
●

査

(学
術
調
査
と
呼
称
さ
れ
る
)
の
件
数
は
､
四
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
横
バ
イ
状

態
で
あ
り
'
調
査
件
数
の
増
加
分
は
そ
の
ま
ま
行
政
調
査
の
増
加
分
と
み
な
し
て
良

い
だ
ろ
う
｡

こ
れ
ら
行
政
調
査
の
な
か
で
主
体
を
占
め
る
の
は
'
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
行
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わ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
県
教
育
委
員
会
に
は
現
在
'
文
化
課
四
名
'
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ソ
ク
ー
一
六
名
の
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
'
主
に
県

･
国
レ
ベ
ル
の
請

開
発
に
対
応
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
は
充
分
の
調
査
費
用
が
措
置
さ
れ
'
必
要
な
人
負

が
配
置
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
市
町
村
レ
ベ
ル
お
よ
び
個
人
に
よ
る
小
規

模
開
発
に
対
す
る
措
置
は
人
員
'
調
査
費
等
の
面
で
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
-
'

こ
れ
に
確
実
に
対
処
す
る
よ
う
に
な
れ
は
'
行
政
調
査
件
数
は
優
に
倍
増
す
る
は
ず

で
あ
る
｡
県
内
の
市
町
村
に
お
い
て
も
教
育
委
員
会
内
部
に
専
門
職
員
を
抱
え
込
み
'

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
ケ
ー
ス
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
き
て
い

る
｡
現
在
'
八
戸
市

二

名
'
弘
前
市
二
名
'
十
和
田
市
'
浪
岡
町
各

一
名
の
計

一

五
名
で
あ
る
が
'
全
県
的
に
み
た
場
合
'
甚
だ
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
こ

の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
一
方
法
と
し
て
'
県
内
の
大
学
'
高
等
学
校
等
に
勤
務

す
る
考
古
学
研
究
者
に
発
掘
調
査
を
依
転
し
て
行
う
ケ
ー
ス
も
多
い
｡

県
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
よ
う
な
発
掘
調
査
を
含
め
て
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
め

た
っ
て
い
る
が
'
昭
和
五
五
年
四
月
'
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
'
調

査
業
務
と
保
護
業
務
を
切
り
離
し
た
｡
こ
れ
以
降
'
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ソ
ク
ー
で

は
主
に
国
･
県
レ
ベ
ル
等
の
大
規
模
開
発
関
係
の
発
掘

･
分
布
調
査
お
よ
び
資
料
整
理
'

文
化
課
で
は
諸
開
発
と
の
協
議

･
調
整
t
分
布
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
｡
そ
し
て
'

市
町
村
に
対
し
て
は
'
文
化
財
保
護
指
導
員
を
任
命
し
て
'
遺
跡
の
巡
回
に
あ
た
ら

せ
'
ま
た
'
市
町
村
の
担
当
者
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
｡

ま
た
'
県
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
四
八
年

一
〇
月
'
総
合
博
物
館
と
し
て
県
立
郷

土
館
を
開
館
し
た
｡
考
古
部
門
で
は
'
考
古
資
料
の
調
査

･
研
究
'
資
料
の
収
集

･

展
示
を
行

っ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
'
郷
土
館
の
開
館
以
後
'
県
内
各
地
に
歴
史
民
俗
資
料
館
等
の
建
設
が

あ
い
つ
ぎ
'
考
古
資
料
の
収
蔵

･
展
示
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡
考
古
資
料
を

展
示
し
て
い
る
も
の
で
は
'
八
戸
市
博
物
館
'
八
戸
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ほ
か

に
五
所
川
原
市
'
三
沢
市
'
三
戸
町
'
金
木
町
'
平
内
町
'
野
辺
地
町
'
深
浦
町
'

南
郷
村
'
田
舎
館
村
で
市
町
村
立
の
歴
史
民
俗
資
料
館
'
平
賀
町
'
六
戸
町
で
町
立

の
資
料
館
が
あ
ら
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
｡

つ
ぎ
に
'
考
古
資
料
の
指
定
措
置
で
あ
る
が
'
国
指
定
重
要
文
化
財
で
は
'
昭
和

四
九
年
に
十
和
田
市
滝
沢
出
土
の
縄
文
時
代
晩
期
の
壷
型
土
器
が
指
定
さ
れ
た

の
み
で
あ
り
'
計
四
件
に
な
っ
た
｡
ま
た
'
県
指
定
県
重
宝
で
は
'
四
七
年
に
八
戸

市

一
王
寺
遺
跡
出
土
の
板
状
土
偶
'
四
八
年
に
森
田
村
石
神
遺
跡
の
出
土
遺
物
二
二

二
点
'
五
二
年
に
亀
ケ
岡
遺
跡
出
土
の
遺
物
六

〇
点
'
五
八
年
に
同
遺
跡
出
土
の
香

炉
型
土
器
が
指
定
さ
れ
'
計
二
四
件
に
な
っ
た
｡

五
､
問
題
点
と
今
後
の
課
悪

以
上
'
述
べ
て
き
た
よ
う
に
'
昭
和
四
七
年
以
降
'
大
規
模
開
発
事
業
の
北
上
に

よ
っ
て
'
県
内
で
は
発
掘
調
査
面
積
'
調
査
件
数
の
激
増
と
い
う
状
況
が
現
わ
れ
て

き
た
｡
こ
の
現
象
の
是
非
は
と
も
か
-
'
こ
れ
に
よ
っ
て
'
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
る

遺
構

･
遺
物
が
増
大
し
'
調
査
報
告
書
数
も
激
増
し
て
き
て
お
り
'
考
古
学
の
情
報

量
は
従
来
の
比
で
は
な
い
｡

こ
の
状
況
は
全
国
的
な
趨
勢
で
あ
っ
て
'
本
県
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
｡
こ
れ
に

よ
っ
て
'
考
古
学
研
究
者
は
豊
富
な
情
報
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ

っ
た
が
'

逆
に
情
報
の
把
握
'
収
集
が
よ
り
困
難
に
な
り
'
以
前
か
ら
国
立
あ
る
い
は
県
立
の

文
献
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
望
ま
れ
て
き
た
｡
こ
の
問
題
は
本
県
に
お
い
て
も
未
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だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
｡
県
内
の
ど
こ
か
一
ヶ
所
に
行
け
ば
'
少
な
く
と
も
東
北
地

方
の
考
古
学
関
係
の
す
べ
て
の
文
献
が
自
由
に
読
め
'
必
要
で
あ
れ
は

コ
ピ
ー
も
と

れ
'
さ
ら
に
全
国
の
考
古
学
情
報
を
摂
取
で
き
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
'
あ
る
い
は

こ
の
よ
う
な
機
能
を
も

っ
た
機
関
設
置
が
望
ま
れ
る
｡
と
く
に
考
古
学
関
係
の
発
掘

調
査
報
告
書
は
発
行
部
数
が
少
な
-
'
し
か
も
高
価
な
も
の
が
多
い
現
状
を
考
え
れ

ば
'
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
｡

さ
て
'
考
古
学
の
研
究
分
野
は
'
従
来
に
比
し
て
そ
の
対
象
と
す
る
年
代
幅
が
著

し
く
拡
大
さ
れ
'
従
来
の
考
古
学
が
旧
石
器

･
縄
文

･
弥
生

･
古
墳
時
代
'
古
代
杏

中
心
と
し
て
き
た
の
に
対
し
'
あ
ら
た
に
中
世
考
古
学
'
近
世
考
古
学
等
が
提
唱
さ

れ
て
き
て
お
り
'
現
在
'
一
般
的
に
は
幕
末
ま
で
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
｡
ま
た
'
発
掘
調
査
も
学
際
的
に
な
り
'
と
く
に
'
火
山
灰
と
の
関
係
で
自
然
料

学
系
研
究
者
と
の
連
携
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
｡
昭
和
五
七

･
五
八
年
に
組
級

さ
れ
た

『垂
柳
遺
跡
調
査
会
』
は
'
全
国
の
各
分
野
の
研
究
者
が
多
数
含
ま
れ
て
お

り
'
本
県
で
は
'
か
つ
て
な
い
画
期
的
な
試
み
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
な
が
ら
'
こ
の

よ
う
な
状
況
の
進
展
に
よ
っ
て
'
考
古
学
研
究
者
'
発
掘
担
当
者
が
逆
に
主
体
性
杏

保
持
し
え
な
い
状
況
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
｡
今
後
'
い
か
に
し
て
そ
の
主
体
性

を
保
持
す
る
か
筆
者
も
含
め
て
心
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
｡

つ
ぎ
に
'
考
古
学
の
具
体
的
研
究
に
関
し
て
で
あ
る
が
'
資
料
の
激
増
に
よ
り
'

研
究
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
'
一
層
細
分
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
｡
こ

の
な
か
で
､
ま
ず
旧
石
器
時
代
で
は
'
県
内
の
前
期
旧
石
器
存
否
の
問
題
も
含
め
'

旧
石
器
全
般
の
編
年
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡
と
く
に
本
県
は
本
州
の
北
端

に
位
置
し
'
津
軽
海
峡
を
挟
ん
で
北
海
道
と
対
峠
す
る
と
い
う
地
理
的
条
件
を
考
慮

す
れ
ば
'
洪
積
世
の
陸
橋
の
問
題
も
含
め
て
旧
石
器
文
化
の
系
譜
の
問
題
に
関
連
し

て
重
大
な
発
言
力
を
も
ち
う
る
位
置
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
｡

縄
文
時
代
は
資
料
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
'
研
究
が
最
も
進
ん
で
い
る
分
野
で
あ
る

が
'
早
期
の
沈
線
文
土
器
以
前
の
理
解
の
仕
方
'
貝
殻
文
土
器
の
編
年
に
未
解
決
の

点
が
多
い
｡
ま
た
'
前
期
前
半
の
編
年
'
中
期
末
～
後
期
初
頭
の
編
年
'
十
膜
内
第

-
群
の
細
分
等
の
問
題
も
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
｡
ま
た
､
編
年
に
関
連
し

て
県
南
地
域
の
南
部
浮
石
'
中
根
浮
石
'
十
和
田
b
火
山
灰
の
年
代
的
位
置
を
明
確

に
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
｡
遺
構

･
遺
物
で
は
'
研
究
の
進
ん
だ
今
日
に

お
い
て
も
あ
い
か
わ
ら
ず
用
途
不
明
の
も
の
が
多
い
｡
今
後
'
こ
れ
ら
に
関
し
て
t

よ
り
活
発
な
議
論
が
望
ま
れ
る
｡
ま
た
'
文
化
論
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
｡

弥
生
時
代
に
お
い
て
も
同
様
に
土
器
編
年
が
整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
'
と
く

に
中
期
の
田
舎
館
式
以
降
が
今
後
の
焦
点
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
垂
柳
遺
跡
で
発
見
さ

れ
た
水
田
遺
構
を
巡
る
議
論
は
'
今
後
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
｡

古
墳
時
代
は
あ
い
か
わ
ら
ず
空
自
の
時
代
で
あ
り
'
古
式
の
土
師
器

･
須
恵
器
等

が
き
わ
め
て
少
な
い
｡
こ
の
時
期
に
南
下
し
て
-
る
後
北
式
土
器
と
の
関
係
を
含
め

て
へ
こ
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
は
'
わ
が
国
北
辺
の
政
治
体
制
の
形
成

を
考
え
る
う
え
で
今
後
に
残
さ
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
る
｡

奈
良
時
代
の
遺
構

･
遺
物
は
次
第
に
増
加
し
て
き
て
お
り
'
平
安
時
代
も
同
様
で

あ
る
｡
と
く
に
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
'
資
料
は
膨
大
な
量
に
な
っ
て
き
て
お
り
'

こ
れ
を
年
代
順
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
そ
の
前
提
と
な
る
土

師
器

(
い
わ
ゆ
る
須
恵
系
土
器

･
赤
焼
き
土
器
等
も
含
め
て
)
の
編
年

･
年
代
的
位

置
づ
け
は
漸
く
端
緒
に
つ
い
た
段
階
で
あ
り
'
編
年
の
整
備
が
今
後
の
大
き
な
課
港

と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
は
'
諸
火
山
灰
の
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
必
要

不
可
欠
の
要
素
と
な
る
｡

29



ま
た
､
中
世
に
つ
い
て
は
文
献
資
料
が
あ
り
､
い
わ
ゆ
る
歴
史
考
古
学
の
分
野
で

あ
る
｡
考
古
学
研
究
者
が
考
古
学
独
自
の
方
法
を
堅
持
し
､
主
体
性
を
も

っ
て
研
究

を
進
め
て
い
-
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
｡
な
お
､
前
半
期
に
お
け
る
土
師
器
と
擦
文
土

器
と
の
関
連
性
の
把
握
も
重
要
課
題
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
昭
和
四
六
年

一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
青
森
県
考
古
学
会
は
､
全
県
的

な
考
古
学
関
係
の
団
体
と
し
て
は
唯

一
の
も
の
で
あ
り
､
研
究
発
表

･
会
誌
発
行
等
を

通
じ
て
本
県
考
古
学
界
に
寄
与
し
た
し
た
功
績
は
大
き
-
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

し
か
し
な
が
ら
､
設
立
当
時
の
状
況
と
現
在
で
は
､
社
会
的
状
況
お
よ
び
研
究
者
自
身

の
意
義
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
｡
今
後
､

こ
の
点
を
ど
う
克
服
し
て
､
研
究
者
を
結
集
し
て
い
-
か
が
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
｡

本
県
の
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
は
､
県
教
育
委
員
会
の
体
制
強
化
に
よ
っ
て

着
実
に
成
果
が
あ
が

っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
専
門
職
員
は
県
の

機
関
に
集
中
し
て
お
り
､
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
六
七
市
町
村
中
わ
ず
か
四

市
町
の
み
で
あ
っ
て
､
そ
の
比
率
は
他
の
都
道
府
県
と
比
較
し
て
き
わ
め
て
少
な
い
｡

こ
の
た
め
､
キ
メ
細
か
な
保
護
行
政
を
行
う
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
｡
今

後
､
い
か
に
し
て
市
町
村
段
階
で
の
文
化
財
保
護
体
制
を
強
化
し
て
い
-
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
｡
ま
た
､
市
町
村
立
の
博
物
館
類
似
施
設
が
多
数
県
内
に
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
｡
考
古
資
料
の
展
示

･
収
蔵
施
設
が
増
え
た
と
い
う
点
で
は
大
き

な
前
進
と
言
え
る
わ
け
で
あ
る
が
､
そ
の
施
設
に
は
殆
ど
学
芸
員
等
の
専
門
職
員
が

配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
､
独
自
の
調
査
体
制
を
組
む
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
｡
今
後
の

検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
｡

一
方
､
国

･
県
レ
ベ
ル
の
保
護
行
政
に
も
種
々
の
難
し
い
問
題
が
あ
る
｡
文
化
財

保
護
法
自
体
が
内
包
す
る
問
題
､
調
査
費
の
開
発

(
工
事
原
因
者
)
側
負
担
制
度
の

問
題
､
補
助
金
額
の
問
題
､
史
跡
指
定
と
私
有
権
の
制
限
そ
し
て
公
有
化
の
問
題
等

で
あ
る
｡
ま
た
､
県
内
に
限

っ
て
言
え
ば
､
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
費
の
補
助
率
の
ひ

き
あ
げ
､
施
設
面
で
は
増
え
続
け
る
出
土
遺
物
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
市
町
村
の

担
当
者
等
の
研
修
施
設
の
確
保
が
必
要
迫
ら
れ
て
お
り
､
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
な

っ

て
い
る
｡

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
､
本
誌
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

っ
た
弘
前
大
学
の

長
谷
川
成

一
助
教
授
に
対
し
､
深
-
謝
意
を
衰
す
る
次
第
で
あ
る
｡

(
日
本
考
古
学
協
会
々
員
)
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